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淡雪せんだん草とゲットウの焼却体による強アルカリイオン液体の作成表 題

切削用防錆液，防錆液，ミネラルイオン水適用製品

アルカリイオン液体の作成は、電解水生成装置やマンガンなどの金属片を投入し、電
源が必要な方法が用いられる。本発明は、天然の植物である淡雪せんだん草および
ゲットウの焼却体を水に投入することにより、強アルカリイオンの液体を数秒の短時間で
の作成を可能にするものである。この液体は、切削加工用の油や希釈によりミネラルイオ
ン水として飲料などに応用することを目的としている。

目 的

本発明のアルカリイオン水は、淡雪せんだん草およびゲットウの焼却体を水に投入す

ることにより作成するものである。加熱処理の温度は500〜900℃であり、加熱に要する時

間は全体が灰になるまでの時間でよく、植物体の乾燥状態によって調整する。無色透明

なアルカリイオン水の作成に好ましい加熱温度は、550〜650℃であり、より好ましくは

570〜620℃である。水に投入する量は1Lあたり5〜40gで十分であり、pHの上昇に要す

る時間は1秒〜1分である。用いる水は天然水であっても水道水であってもよく、温度は

5〜60℃でよい。水に投入した焼却体は、pHが安定した後、濾過などの手法により除去

するとよい。得られたアルカリイオン水は、pH11〜13であり、1年以上の長期間安定して

いる。また、切削加工用の油としての利用以外にも、希釈によりｐH8．5以下にすれば、無

味無臭であるため、飲料、調理、医療等に有用である。
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